
ローカル系統の太陽光発電出力制御等による電圧対策
（ゴールデンウィーク等の低需要期）

◼ ゴールデンウィーク等の低需要期において、ローカル系統または配電系統に接続する
太陽光発電を対象に、以下の2つの課題への対応を予定
✓ ローカル系統の特定送電線において「電圧安定性の限度」を新たに運用容量として設定

✓ 「電圧フリッカ」対策として、発生原因にあたる太陽光発電に対し、PCS（パワーコンディショナ）
調整等の協力を要請

2025年11月14日

東京電力パワーグリッド株式会社
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資料1-4



1. 電圧課題の概要

◼ 2026年度ゴールデンウィークにおいて、以下の２エリアにおいて、現象の異なる電圧課題が顕在化する
可能性

➢ 栃木県（154kV栃那線系統）：154kV栃那線1回線事故時に電圧安定性を失い、広範囲停電が発生

➢ 茨城県（那珂変電所系統）：太陽光発電（以下「太陽光」）のPCSが起因となり、照明のちらつき(1秒あた

り数回程度の明滅現象)等の電圧フリッカが発生（2025年ゴールデンウィークには、弊社に対して、270件程度のお問合せ）

栃木県（電圧安定性） 茨城県（電圧フリッカ）

那珂系統

154kV
栃那線系統

154kV栃那線

那珂変電所
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那珂変電所
系統



2-1. 栃木県（154kV栃那線系統）

電圧安定性のシミュレーション例(送電線１回線事故時)

・ アップ潮流の増大に応じて、
次第に電圧が低下。

・ 690MW程度超で、電圧の極端な
低下により、運転継続不能。

熱容量の限度
[982MW] ※2

電気現象 系統管理面での影響

電圧安定性

154kV栃那線潮流が一定以上の時
に、154kV栃那線1回線事故停止
した場合に課題発生

• 2026年度以降の運用容量について、従来の「 熱容量の限度」から、「 電圧
安定性の限度」に見直し

• 同系統での太陽光接続拡大により、アップ潮流が増加し、「 2026年ゴールデン
ウィーク想定潮流」は、運用容量を超過する見通し※1

154kV栃那線潮流（アップ潮流）

1
5
4
k
V

栃
那
線
電
圧

電圧安定性の限度
[690MW] ※3

(電圧下限140kVに到達)

2
1

※1 短期混雑見通しとして154kV栃那線を公表（2025年10月31日）
弊社における系統情報について-系統情報更新のお知らせ

 （https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/system/）

見直し

1 2

2026年GW想定潮流 ※4
[902MW] ※2

3

3
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※2 設備健全時の送電線2回線分の値

※3 送電線1回線事故時の1回線分の値

※4 ローカル系統接続の既設発電所を
フル出力とした場合の潮流値
(2025年GW：想定潮流917MW、
実績最大潮流675MW)



2-2. 154kV栃那線系統の運用策

◼ 運用容量を「電圧安定性の限度 690MW」に見直したうえで、想定潮流が運用容量を超過する場合は、出力制御
を実施

◼ 出力制御手順（弊社の潮流管理視点）
① 出力制御ルールに基づき、ノンファーム電源を制御
② 万が一、①までで抑制量が不足する場合は、給電指令により、通常は出力制御対象外であるファーム電源の

発電機出力を抑制（大容量発電機を対象、対象発電機の発電事業者と事前に手順などを協議）

◼ 出力制御手順（お客さまの視点）
① ノンファーム電源：発電契約者は出力制御システムからの指令値上限を反映し、発電計画値を書き換え。

発電事業者は出力制御システムからの出力制御スケジュール情報に基づき出力制御
② 発電事業者は、給電指令に基づき発電機の出力を変更

2026年GW
想定潮流
902MW

見直し後運用容量：690MW

ノンファーム電源：最大46MW

①ノンファーム制御
②給電指令抑制

発電制御手順のイメージ
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実潮流

2025年GW： 想定潮流
917MW

実潮流
675MW



3-1. 茨城県（那珂変電所系統）

電気現象 系統管理面での影響

電圧フリッカ

那珂変電所系統アップ潮流が一定
以上となった場合に発生

• 配電系統の保安確保を目的に、配電系統に接続される太陽光が具備する機能
（単独運転検出機能）により、系統に無効電力を注入

• 太陽光導入拡大によるアップ潮流の増加と無効電力注入の総量拡大で、ローカル
系統において電圧フリッカが発生
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2025年4月29日の「潮流実績」と「電圧フリッカ※1」
(那珂変電所系統に接続する３変電所※2の合計潮流)

許容値:0.45

アップ潮流が最大となる
11時30分頃から13時頃までの間
ちらつき尺度の許容値0.45を超過

※1 ちらつき尺度の指標「ΔV10」で評価
※2 石岡変電所、西水戸変電所、

霞ヶ浦変電所



3-2. 電圧フリッカとは

◼ 電圧フリッカは、従来、アーク炉や溶接機など、電気を瞬時に大量に使用し、かつ電気の使用量が急激に変動する
ことで発生。これにより、系統電圧が振動し、住宅等では１秒あたり数回程度の照明のちらつきとして発現

◼ 最近では、太陽光発電比率が高い昼間帯において、高圧・低圧系統接続の太陽光PCSが具備する単独運転
防止機能※が起因となり発生

◼ 太陽光を起因とする電圧フリッカ現象は、海外に類似事例も見られず、事前の発生予見が困難で、現在は、現象
解析などが進められている状況

※弊社ウェブサイトより
 https://www.tepco.co.jp/pg/electricity-supply/operation/distribution/flicker.html
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※ 系統の周波数変化に反応し、無効電力を注入することにより単独運転かどうかを判定。日本固有の機能。



3-3. 那珂変電所系統の対応策
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出典：資源エネルギー庁 次世代電力系統ワーキンググループ 「再生可能エネルギー出力制御の短期見通し等について」(2025.9.24)

◼ 第44回系統ワーキンググループ（2023年2月28日）等での審議に則り、設定変更が未完了の太陽光PCS所有者
約7,000件（低圧を含む）に対して、弊社からダイレクトメールを送付し、早期の設定変更の依頼を実施中

◼ 重ねて、通知文を送付し、設定変更が未完了の太陽光PCS所有者に対し、電圧フリッカが想定される期間の
所有者による解列を要請（設定変更に応じていただけない所有者については、契約の解除等による対応を検討）

◼ また、既設PCSの設定変更については、日本電機工業会（JEMA）を通じ、メーカーと協働で推進



• 配電系統への太陽光の導入拡大に起因した以下2つの事象により、系統の電圧感度が上昇

➢ ローカル系統のアップ潮流が増加して、電圧維持能力が低下（電圧フリッカ現象を経験したこと
で、電圧安定性の評価を行ったところ、154kV栃那線の課題を把握）

➢ 配電系統に接続する太陽光の遅れ力率設定により、ローカル系統の電圧が低下

• 弊社は需給制約による抑制が発生しにくい電源構成

4. 今回事象に関する弊社考察

太陽光設備量トップ10 (2025年3月時点)

出典： 資源エネルギー庁 『再生可能エネルギー電気の利用
の促進に関する特別措置法情報公表用ウェブサイト』
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都道府県 設備量 [万kW]

1 茨城 473

2 福島 359

3 千葉 357

4 栃木 331

5 愛知 330

6 兵庫 318

7 三重 299

8 群馬 287

9 福岡 264

10 静岡 263

エリア
設備容量比率

①+②-③
①太陽光・風力 ②長期固定電源 ③揚水発電

北海道 31.1% 10.6% 6.7% 35.0%

東北 32.8% 11.9% 1.4% 43.3%

東京 24.0% 4.6% 13.2% 15.5%

中部 27.4% 6.7% 9.3% 24.8%

北陸 16.1% 29.3% 0.1% 45.3%

関西 19.3% 25.1% 12.2% 32.2%

中国 34.1% 8.2% 9.6% 32.7%

四国 27.7% 14.5% 4.9% 37.3%

九州 36.2% 16.4% 6.3% 46.3%

沖縄 15.5% 0.0% 0.1% 15.4%

出典：電力広域的運営推進機関『2025年度供給計画の取りまとめ』(2025年3月)を元に作成

電源種別の設備容量比率 (2024年度末時点)



5. 影響軽減に向けた今後の対策

対象事象 対策 進捗状況

電圧安定性
電圧フリッカ
共通

運用対策
• 送り出し電圧の見直し
• 系統構成の見直し

電圧安定性：見直し内容を決定、必要時に見直し実施
電圧フリッカ：見直し内容検討に向け再現シミュレーションを推進中

電圧安定性

• 既設太陽光における
力率の見直し

見直しにより配電系統における電圧過上昇の懸念
⇒ 配電系統の電圧状況を確認した上で実施可否を判断

• 新設太陽光における
力率の見直し

10/31に公表、11月以降の接続検討申込み案件から適用

◼ 電圧安定性起因での出力制御量の削減、電圧フリッカの発生抑制に向け、2026年ゴールデンウィークに間に合う
対策を推進

◼ 2026年ゴールデンウィーク以降の対応として、費用対便益を考慮しつつ、設備対策等を今後検討

以上

無断複製･転載禁止 東京電力パワーグリッド株式会社 2025.11.14

9/9 

2026年ＧＷに向けた対策



以下、参考
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参考．運用容量を制約する4つの要因

◼ 電力広域的運営推進機関「運用容量等に関する基本的事項について」 (2024.7.19)
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参考．ローカル系統の混雑見通しの公表

◼ ローカル系統の混雑見通し(2026年度)を2025年10月31日に公表

◼ 対象系統：154kV栃那線（栃木エリア）
※ URL：弊社における系統情報について-系統情報更新のお知らせ

https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/system/
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参考．新設太陽光における力率の見直し

◼ 2025年10月31日に公表、11月以降の接続検討申込み案件から適用

※ URL：弊社における系統情報について-系統情報更新のお知らせ
https://www.tepco.co.jp/pg/consignment/system/
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参考．那珂変電所系統における電圧フリッカ発生の経緯

（１）初期的フェーズ
• 2015年以降、那珂変電所系統内の66kV鉾田線で、電力需要の低い時期に電圧フリッカ現象が発生。こ

の時点では、電圧変動は6Hzモードで、1秒間に6回照明がちらつく事象であった。その後の評価で、PCSの
機能が原因であることが判明

• 弊社では、PCS機能の強度を低下するため、太陽光事業者に依頼して機能の設定変更を推進。2024年
度中には、鉾田線下位の配電線に接続するPCSの全数設定変更を完了させ、対応完了と認識

• PCSメーカーにおいては、フリッカ対応PCSを段階的に開発し、市場投入されている状況

（２）新たなフェーズへ移行
• 2025年ゴールデンウィークに、66kV鉾田線を含む複数66kV送電線から構成される那珂変電所系統全体

で発生
• 電圧変動が6Hzモードから3Hzモードへと推移して拡大したこと、モード変化の理由が太陽光のさらなる連系

拡大であることまで判明
• 現在、3Hzモードの再現シミュレーション、それを踏まえた対策効果の評価を推進中

（３）将来的な可能性
• アップ潮流の拡大による電圧維持能力の低下、さらに低次の周波数モードへの推移などにより、今回の施策

を実施していったん電圧フリッカの発生を抑制できたとしても、再び発生頻度が増加する可能性あり
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参考．これまでのDMによる設定変更実績

DM発送 DM発送 DM発送 DM発送

※設定変更対象：500件程度

◼ DM送付による設定変更依頼では、進捗率は50%程度に留まった
◼ 66kV鉾田線対策時においては、DM送付に加えて架電など実施

設定変更進捗状況（千葉県の例） DM文書

今回内容追加
2022.8起点
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参考6参考．電圧フリッカに関する系統連系技術要件

◼ 電力品質確保に係る系統連系技術要件ガイドライン(令和6年12月1日改定)

【高圧・低圧記載(抜粋)】

【特別高圧記載(抜粋)】


	スライド 1: ローカル系統の太陽光発電出力制御等による電圧対策 （ゴールデンウィーク等の低需要期）
	スライド 2: 1. 電圧課題の概要
	スライド 3: 2-1. 栃木県（154kV栃那線系統）
	スライド 4: 2-2. 154kV栃那線系統の運用策
	スライド 5: 3-1. 茨城県（那珂変電所系統）
	スライド 6: 3-2. 電圧フリッカとは
	スライド 7: 3-3. 那珂変電所系統の対応策
	スライド 8: 4. 今回事象に関する弊社考察
	スライド 9: 5. 影響軽減に向けた今後の対策
	スライド 10: 以下、参考
	スライド 11: 参考．運用容量を制約する4つの要因
	スライド 12: 参考．ローカル系統の混雑見通しの公表
	スライド 13: 参考．新設太陽光における力率の見直し
	スライド 14: 参考．那珂変電所系統における電圧フリッカ発生の経緯
	スライド 15: 参考．これまでのDMによる設定変更実績
	スライド 16: 参考．電圧フリッカに関する系統連系技術要件

